
令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務仕様書 

 

１ 目 的 

 全国のイノシシ等の野生鳥獣被害対策においては、計画策定や意思決定

をより適切に行うため、地区や集落ごとの被害の程度や対策の状況、生息

状況の変遷など、より詳細な情報が必要であり、集落へのアンケートによ

る被害状況等調査を実施し、効果的な被害防止対策の提案等へ活用してい

る状況である。 

  本県においても、集落の生活環境や農作物等における被害状況に関する

アンケートを行うことで、地区や集落単位での生息状況及び被害状況を取

りまとめ、集落における効果的な対策の実施に資する。 

 

２ 疑 義 

  本業務の実施に当たり、本仕様書に明示なき事項又は疑義を生じた場合

には、速やかに発注者に申し出て協議するものとする。 

 

３ 打合せ 

打合せについては、業務着手前・実施結果報告の計２回以上、業務の実

施方針及び実施状況等について発注者に報告し、確認を受けること。 

 

４ 業務内容  

（１）委託業務名 

  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

 

（２）業務内容 

ア 集落アンケート調査票の作成 

集落ごとにイノシシ等野生鳥獣の生息状況、被害の程度や対策の状

況、捕獲の効果の情報を収集し、効果的な被害防止対策の提案を実施

するために令和５年度における下記の項目による集落アンケート調査

票及び調査票の記入例を作成する。集落アンケート調査票は、「福島

県獣害対策のための集落アンケート調査 令和２年度」（別添１）をベ

ースに作成する。 

（ア） 各鳥獣の目撃回数や鳥獣の増減及びその昨年度比、５年前比 

（イ） 生活環境及び農作物への被害状況とその昨年度比、５年前比 

（ウ）各集落で講じた対策とその効果 

（エ）各集落内の狩猟免許所持者数 

（オ）補助者制度の活用の可否 

（カ）その他必要な情報 



※より正確な情報を収集するため、対象鳥獣の生態や特徴について記 

載した用紙を添付する。用紙の作成は発注者が行う。 

※対象の鳥獣はイノシシ、ニホンジカ、ツキノワグマ、ニホンザル、 

アライグマ、ハクビシンとする。 

※（カ）については発注者と協議の上、決定する。 

 

イ 集落アンケート調査票の印刷・発送・回収 

依頼文、アンケート調査票、記入例及び生態資料の印刷・発送を行う。

また、アンケート調査票の回収を行う。（問い合わせ対応も含む） 

※アンケートは各市町村の行政区長等へ約５，０００枚配布する。 

回収するアンケートは約３，０００枚を予定している。 

※配布方法については、市町村毎に異なるため発注者に確認の上、実 

施する。 

 

ウ 集落アンケート調査データ入力・分析 

回収したアンケートのデータ入力・分析を行う。 

 

５ 提出書類 

  次に掲げる書類について、それぞれ定められた期日に提出するものとす 

る。 

１ 着手届（第１号様式）   本業務に着手したとき。 

２ 主任技術者届（第２号様式）主任技術者を決めたとき。 

３ 完了届（第３号様式）   本業務を完了したとき。 

４ 実績報告書（第４号様式） 本業務を完了し実施状況を報告するとき。 

５ 収支報告書（第５号様式） 本業務を完了し実施状況を報告するとき。 

 

６ 成果物 

  発注者に提出する成果品は次のとおりとする。 

１ 調査報告書及び概要版（任意様式） ３部 

調査データを鳥獣ごとに GIS ファイルにとりまとめ、図表を用い    

た分かりやすい報告書を作成すること。 

 ２ 県民向け概要版（Ａ４版） ３部 

   県民向けに分かりやすくまとめた概要版をＡ４版両面１枚程度で作成 

すること。 

 ３ 業務にあたって作成した各種データ  

   調査報告書、概要版及び県民向け概要版のデータも含めた電子媒体（Ｄ

ＶＤ－Ｒなど）２枚を作成すること。 

 

７ 成果品の著作権 



  本業務による成果品の著作権は発注者に帰属する。 

 

８ 注意事項 

  本業務内容に定めのない事項及び本業務内容に定める内容について、疑

義が生じたときは、両者が協議のうえ定めることとする。ただし、明示の

ない事項にあっても、社会通念上当然必要と思われるものについては、本

業務に含まれるものとする。 



福島県 獣害対策のための集落アンケート調査 令和２年度
記入者名 住所　〒 集落名

または行政区名

（住所などの情報は、地図の作成のために記入して頂いています。お名前を含めて、目的外に使用することはありません。）

対象動物 動物の増減 今年の農林業被害
被害の動向

（昨年度比）
イノシシ  □見かけない  □増えた □ない □増えた □家屋等への侵入
 □１頭の出没  □季節的に出没する  □変わらない □軽微 □変わらない □住居集合地域での出没
 □群れまたは子連れの出没  □毎週～毎月出没する  □減った □30％未満 □減った □器物の損壊
 □いない（→右は記入不要）  □ほぼ毎日出没する  □わからない □30％以上 □その他（　　　　 　　　）

※本来の生産量を100％とする □なし
ニホンジカ  □見かけない  □増えた □ない □増えた □家屋等への侵入
 □角あり（オス）のみいる  □季節的に出没する  □変わらない □軽微 □変わらない □住居集合地域での出没
 □角なしの個体がいる  □毎週～毎月出没する  □減った □30％未満 □減った □器物の損壊
 □子連れがいる  □ほぼ毎日出没する  □わからない □30％以上 □その他（　　　　 　　　）
 □いない（→右は記入不要） ※本来の生産量を100％とする □なし

ニホンザル  □見かけない  □増えた □ない □増えた □家屋等への侵入
 □１頭～数頭がいる  □季節的に出没する  □変わらない □軽微 □変わらない □住居集合地域での出没
 □子を連れた群れがいる  □毎週～毎月出没する  □減った □30％未満 □減った □器物の損壊
 □いない（→右は記入不要）  □ほぼ毎日出没する  □わからない □30％以上 □その他（　　　　 　　　）

※本来の生産量を100％とする □なし
ツキノワグマ  □見かけない  □増えた □ない □増えた □家屋等への侵入
 □１頭の出没  □季節的に出没する  □変わらない □軽微 □変わらない □住居集合地域での出没
 □子連れでの出没  □毎週～毎月出没する  □減った □30％未満 □減った □器物の損壊
 □いない（→右は記入不要）  □ほぼ毎日出没する  □わからない □30％以上 □その他（　　　　 　　　）

※冬季を除く ※本来の生産量を100％とする □なし

生活被害

□その他の農作物被害（　　　　　　   　   ）
□農作物以外の農業被害（　　　　　　　   ）

□その他の農作物被害（　　　　　　   　   ）
□農作物以外の農業被害（　　　　　　　   ）
□水稲
□野菜（　　　　　　　　　　　　　    　  ）
□果樹（　　　　　　　　　　　　　   　   ）

□水稲
□野菜（　　　　　　　　　　　　　    　  ）
□果樹（　　　　　　　　　　　　　   　   ）

□その他の農作物被害（　　　　　　   　   ）
□農作物以外の農業被害（　　　　　　　   ）

□その他の農作物被害（　　　　　　   　   ）
□農作物以外の農業被害（　　　　　　　   ）
□水稲
□野菜（　　　　　　　　　　　　　    　  ）
□果樹（　　　　　　　　　　　　　   　   ）

集落での目撃回数 主な被害作物

□水稲
□野菜（　　　　　　　　　　　　　    　  ）
□果樹（　　　　　　　　　　　　　   　   ）

※調査対象は農林業センサス及び行政区をもとに決定し、送付先についてはお住いの市町村と協議の上決定しております。

記入例は別紙にあります。 裏面にも質問があります。

（別添１） 
 



【お問い合わせ先】福島県生活環境部自然保護課　電話０２４－５２１－７２１０

対象動物 実施した被害対策と効果（令和２年度）
（防護柵はこれまでに設置したものを含む）

防護柵の管理状況
(見回り・除草・補修等）

□何もしない □管理できている

□捕獲　（効果あり・なし・不明） □管理できていない

「いない」場合は □電気柵（効果あり・なし・不明） □管理は個人に任せている

→右の記入は不要 □金網柵・ワイヤーメッシュ柵（効果あり・なし・不明）

□耕作放棄地の管理・誘引物除去（効果あり・なし・不明） 　集落で行っている活動（複数選択可）
□何もしない □管理できている 　　□道路等の草刈り □耕作放棄地対策

□捕獲　（効果あり・なし・不明） □管理できていない 　　□水路の掃除 □中山間地域等直接支払交付

「いない」場合は □電気柵（効果あり・なし・不明） □管理は個人に任せている 　　□集会所やお宮の草刈、掃除 □多面的機能支払交付金事業

→右の記入は不要 □金網柵・ワイヤーメッシュ柵（効果あり・なし・不明） 　　□お祭り、イベントなど □その他の補助事業

□耕作放棄地の管理・誘引物除去（効果あり・なし・不明） 　　□集落営農 （事業名：　　　　　　　　　）

□何もしない □管理できている 　対策の開始または継続について
□人による追い払い（効果あり・なし・不明） □管理できていない 　　□対策を継続している　□今年度から対策を始めた　□対策をやめた　□対策していない

「いない」場合は □捕獲　（効果あり・なし・不明） □管理は個人に任せている 　地域内で対策を行っている単位
→右の記入は不要 □電気柵（効果あり・なし・不明）

□森林の伐採・誘引物除去（効果あり・なし・不明）

□何もしない □管理できている

□人による追い払い（効果あり・なし・不明） □管理できていない

「いない」場合は □捕獲　（効果あり・なし・不明） □管理は個人に任せている 　獣害対策において、集落外の住民によるボランティアやＮＰＯ団体等の
→右の記入は不要 □電気柵（効果あり・なし・不明） 　参加はありますか？（狩猟や有害鳥獣捕獲などを除く）

□森林の伐採・誘引物除去（効果あり・なし・不明） 　　□ある　□ない

　獣害対策における集落外の住民との協同作業
　　□したい　□したくない

　獣害対策に関する研修会等の実施
　　□実施したことがある　□機会があれば実施したい　□実施する必要はない

集落の活動と対策について

イノシシ

ニホンジカ

ニホンザル

ツキノワグマ 　　□可能であればしたい　□する必要がない

　地域ぐるみでの獣害対策（捕獲や防護柵設置）など

　　□個人で対策　□地域ぐるみで対策

　集落の戸数
　　（　　　　）戸

　寄合の頻度と参加率はどのくらいですか？
　　年に（　　　　）回　　参加率：１～３割・４～５割・６～７割・８割以上

「ない」と回答した方へ

「個人で対策」と回答した方へ

※誘引物とは、収穫をあきらめた果物（カキ、クリ、クワ等）、野菜くず、生ごみなど。 ご協力ありがとうございました



（第１号様式） 

着 手 届 

令 和   年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所  

氏名 
 

○印 
 

令和  年  月  日付で契約締結した下記委託業務については、令和    年    

月    日付けで着手しましたので届け出ます。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 委託料の額  金              円 

 （うち消費税及び地方消費税の額  金          円） 

 

３ 委 託 期 間  着  手  令和    年     月     日 

履行期限  令和    年     月     日 

 

 

  



（第２号様式） 

 

主 任 技 術 者 届 

令 和   年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

令和  年  月  日付で契約締結した下記委託業務主任技術者を決定しました

ので届け出ます。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 主任技術者  職 名 

 

氏 名 

  



（第３号様式） 

完 了 届 

令 和   年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

下記委託業務は、令和    年    月    日付で完了しましたので、届け出ます。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 委託料の額  金              円 

 （うち消費税及び地方消費税の額  金          円） 

 

３ 委 託 期 間  着  手  令和     年     月     日 

 履行期限  令和     年     月     日 

 

 



（第４号様式） 

実 績 報 告 書 

令 和   年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

下記の委託業務について、成果物を添えて提出します。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 委託料の額  金              円 

（うち消費税及び地方消費税の額  金          円） 

 

３ 委託期間  着  手  令和     年     月     日 

履行期限  令和     年     月     日 

 

４ 成 果 物 （１）調査報告書及び概要版 

        （２）県民向け概要版 

        （３）業務にあたって作成した各種データ 

        （４）その他添付資料 

 

  



（第５号様式） 

 

収 支 報 告 書 

 

令和 年  月  日  

福島県知事  

 

                                         受託者 住所 

                                            名称 

                                             代表者          印 

 

 令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務について、次のと

おり決算状況を報告します。 

 

委託事業収入額(A) 委託事業支出額(B) 差額(A-B) 備考 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（添付書類） 

１ 収入額、支出額の内訳が確認できる書類 

  



（第６号様式） 

委 託 料 請 求 書 

令 和   年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

令和  年  月  日付で契約締結した下記の委託業務について、同業務委託契

約書第１１条の規定により、請求します。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 請求金額    金              円  

 

契約金額 受領済額 今回請求額 残額 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第７号様式） 

委託料概算払請求書 

    年   月   日 

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

  年  月  日付で契約締結した下記の委託業務について、同業務委託契

約書第１１条第４項の規定により、請求します。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

２ 請求金額   金              円  

 

３ 請求金額内訳 

（単位：円） 

契約金額 受領済額 今回請求額 残額 備考 

     

 

４ 概算払いが必要な理由 

 

 

 

 

 

 

  



（第８号様式） 

 

支出計画書 

 

 

業務名：令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

 

費 目     計 

      

      

      

      

      

 

  



（第９号様式） 

委託料概算払精算書 

    年   月   日  

福島県知事 内堀 雅雄 

受託者 

住所   

氏名 
   

○印 
 

  年  月  日付で契約締結した下記の委託業務について、同業務委託契

約書第１１条第６項の規定により、概算払いを受けた委託料の精算状況について下記

のとおり報告します。 

記 

１ 業務の名称  令和５年度イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）業務 

 

２ 概算払精算状況 

 

概算払受領済額 契約金額 過不足額 備考 

    

※過不足額欄は、概算払受領済額から、契約金額を差し引いた額を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

（添付書類） 

１ 実績額の内訳が確認できる書類 


